
 

 

 

 

２月１８日（水）に３年生から学ぶ会を行

いました。前号に続いて、３年生の話の内容

を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜市立梅林中学校 学校コミスクだよりNo,２７ 令和８年３月４日（水） 

 

 

 

＜ 貫 く 精 神 ＞ 

自学

温言温動
 

未来を切り拓け

皆さんは普段親に「ありがとう」と、感

謝の気持ちを伝えていますか？ 

私は中学２年生まで、父に感謝をするこ

とが少なかったです。なぜなら、勉強など

に関していろいろ言われ、面倒くさいと思

うことが多かったからです。 

しかし、中学３年生から父へ感謝するこ

とが増えました。父は私が小学５年生から

中学２年生まで単身赴任で、家にいないと

きが多かったです。だから、私はそれをい

いことに勉強をサボることが多かったで

す。その結果、テストで悪い点を取ったり、

ほとんど家では私と兄しかいないので、健

康的な生活を送ったりすることが出来ま

せんでした。だから、家事も協力し合って

やらなければいけないので、とても大変で

した。 

中学３年生から父は単身赴任を終え、家

にいる時間が増え、私が勉強をする時間も

増えました。普段勉強をするのは当たり前

だけど、私は勉強が得意な方ではなかった

ので、最初家事をしなくてよいという安心

感と自分の自由な時間が減るから嫌だな

という気持ちがありました。 

けれど、父は単身赴任が終えたあと、私

達のために家事もしつつ、私の勉強の仕方

に関していろいろアドバイスをしてくれ

たり、ときには手伝ってくれたりもしまし

た。その結果、今までより良い点を取るこ

とが出来ました。 

父は厳しいので、自分にとってためにな

るけど嫌だなと思う言葉をたくさん言っ

てきます。しかし、私のためにいろいろし

てくれます。私は父の支えに感謝をしてい

ます。だから、高校生になったら、父に 

私は 3 年生になって、自分にとって大き

な挑戦をすると決めました。それは、ずっ

と自分には無理だと勇気が出せなかった

学級委員になることでした。 

これまでの私は、やりたいことがあって

も「自分にできるかな」、「自分でいいのか

な」という不安や心配が勝ってしまい、あ

と一歩が踏み出せない自信のない性格で

した。「学級委員には自分は向いていない」

と決めつけて、いつも誰かが立候補するの

を待っているだけでした。 

そんな中、私の挑戦を支えてくれたきっ

かけが二つあります。一つ目は私が 2 年の

時に行われた３年生を送る会です。卒業し

ていった先輩の「後悔する前に絶対に挑戦 

負担をあまりかけないように、自分なりに

努力していきます。 

３年女子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３号にわたって、「3年生から学ぶ会から作

文」を紹介しました。長いようで、短い中学

３年間でしたが、どの子も悩んだり、迷った

りしながらも、自分で乗り越えて歩んできた

足跡がつまっていました。乗り越えようとす

るときには、友人であったり、家族であった

り、先生であったりと、まわりの人たちが支

えてくれたり、応援してくれたりしていまし

た。そんな歩みについて１、２年生の子は、

もう一度読み返しながら、今の自分と向き合

うことができればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した方がいい」という発表を聞いて、自分も

挑戦してみたいという気持ちが強くなりま

した。最高学年になる自分にとって、学級委

員になるチャンスはあと 2 回しかないと思

い、私はあのときやっておけばよかった」と

悔やむのは絶対に嫌だ、と心から思いまし

た。 

それでも自分にできるのかと迷っていた

ときに担任の先生が「〇〇さんなら大丈夫」

と私の背中を押してくれたことで挑戦して

みようという気持ちが強くなりました。緊

張が強かったけれど、それ以上に「やってや

るぞ」という前向きな気持ちが湧いてきた

のを覚えています。 

しかし、いざ学級委員になって前に立つ

と、緊張で声が小さくなってしまったり、う

まく言いたいことを伝えられなかったりと

大変なことばかりでした。けれど私は学級

委員になったことに後悔はありません。ク

ラスのために頑張れたという自信や達成感

が生まれて学級委員になってよかったと私

は自信をもって言えます。 

この一年間で得た自信は、私にとって宝

物です。学級委員という経験を通して学ん

だ「勇気を持って一歩踏み出す力」を、これ

からも大切にしていきたいです。そして、私

を支えてくれた先生やクラスのみんなへの

感謝を忘れず、これからも新しいことに挑

戦し続けていきたいです。 

私の経験から１、２年生のみんなには長

いようでとても短い貴重な中学校生活の中

で、一歩踏み出して挑戦してみてほしいで

す。自分には無理だと思うこともあると思

います。そんなときに一歩踏み出すことが

できたら、その先の自信や勇気につながる

と思います。私の作文が少しでも１、２年生

を支えるきっかけになればうれしいです。 

３年女子 

 ７日（火） 前期始業式、入学式 

 ８日（水） １Ｔ集会、命を守る訓練 

 ９日（木） 身体測定 

１５日（水） 内科検診（３年、さわやか） 

１６日（木） 対面式 

１７日（金） 地区生徒会 

２２日（水） 内科検診（２年） 

       ３年全国学力・学習状況調査 

２３日（木） ３年全国学力・学習状況調査 

２４日（金） 内科検診（１年） 

２８日（火） 授業参観 

       ３年全国学力・学習状況調査 

３０日（水） ３年実力テスト① 

       生徒総会 


